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阪神・淡路大震災があれほ
どの大災害になった要因の一
つに、多 くの人が、関西では

大地震は起こらないと思われ
ていたことが挙げられます。
起こらないものに備えはでき
ません。関西より関東の方が
有感地震がず っと多いことが
背景にあると思いますが、有
感地震が多いからといって被
害を及ぼすような大きな地震
が多いとは限りません。
一番危険なのは、兵庫県南
部地震や、琵琶湖西岸断層帯
などで起こるといわれている
内陸の浅いところで起 こる地
震です。一方、関東では、沈
み込むプ レー トに関係 した深
い地震が多いのです。
内陸の大地震は、プ レー ト
境界の巨大地震の前後に集中
して発生 します。関東ではプ
レー ト境界の 巨大地震は 200
年に一度程度なのに対 し、南
海 トラフ沿いの地震は 100年
に 1度程度発生 します。 しか

も、前回の活動から、すでに

60年程度経過 しています。
関西地方や西南 日本は地震
の活動期に入 つたと言われて
いますが、前回の活動では、
1943年鳥取地震や48年福井地
震などでおよそ 1万人の方が
亡 くなられています。東南海
・南海地震の約 4倍です。
関西では、今後数十年の間
に内陸の浅い地震が必ず起 こ

ると思 って、日ごろか ら備え
ることが重要です。 2階建て
の家なら 2階で寝る、家具を
固定するなど、できるところ
か ら始めることが重要です。
山間部では地震の揺れによる
被害より、地すべ りや土石流
の被害が大きい場合が多いで

す。そのような恐れがあると
ころでは、大きな揺れが来た
ら、安全なところヘー刻も早
く逃げる心構えを日ごろか ら
持 つておくことが必要です。
(飯尾能久京都大防災研究所
地震予知研究センター教授 )

阪
神
・淡
路
大
震
災
か
ら
１４
年


